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論文内 容の要 旨
Rhodopsin の再生過程における labile methyl group とビタミン B12 の関係を研究し， labile 
methyl group は rhodopsin の再生を促進し，ビタミンB12 ほ抑制することを確め，その作用機構を追
求した。 L-methionine C14H3 をカエノレ眼球の硝子体とリンパ心に注射し，適当時間暗順応させてか
ら網膜から内外分節および色素上皮を分離して放射能を測定した。左限に methionine を注射し， 1 
時間暗順応させると，右眼の内節および色素上皮にも放射能が検出されたが，外節には検出されなか
った。 Methionine を注射した眼球及び他の眼球も共に暗順応によって網膜中にとりとまれる C14 は
まず内節に多いが，まもなく外節に多くなり ， 19"""'20 時間後には最高に達し， C14 のとりこみ量は外
節，内節，色素上皮の順であった。この期をすぎるといずれも C14 は減少しはじめ ， 48時間以後では
外節における減少は著明であった。これからみて， labile methyl group は rhodopsin の再生に必要
な因子と考えられる。眼球の硝子体とりンパ心に L-methionine C 1"1H3 とビタミン B12 を併用注射す
ると ， methionine 単独注射のばあいより外節にとりこまれる C14 および rhodopsin の再生量は著明に
減少する。すなわちピタミン B12 は外節への labile methyl group のとりこみおよび rhodopsin の再
生を抑制するものと考えられる o Methionine 注射 1 時間後の外節への C14 のとりこみは少ないのに
もかかわらず rhodopsin の再生が促進されることからみて rhodopsin の再生に要する methionine
は少量ですむものと考えられる。
論文の審査結果の要旨
萎成浩君の論文は「ロドプν ンの再生における易動メチノレ基とビタミン B12 の影響」と題するもの
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で 3 篇から成っている。
In vivo におけるロドプV ンの再生， したがって暗順応の経過が易動メチノレ基をもっメチオニン，
ベタインなどによって促進されること，したがってロドプV ンの再生過程にはメチノレ基転移が参与す
るらしいことが細谷らによって1950年以来唱えられてきたが，著者はこの問題をいっそう深く追求す
るために一連の実験を行なった。
明順応のカエノレの P ンノミ心臓または眼球内にメチオニンやベタインを注射し，室温で 1 時間暗保し
た後に常法によりロドプV ンを拍出して 500mμ の光学密度を測定すると，明らかにロドプν ンの再
生が促進されている口ところがビタミンB12 を注射した場合は，ロドプνγ量が対照の60% くらいに
とどまって再生の阻害がみられる D なお網膜の遊離メチオニンをパイオアッセイで定量した結果，ビ
タミンB12 投与によってメチオニン量が増加することがわかった。その他の知見も総合して，著者はー
ロドプνγの合成にあずかるべきメチノレ基がピタミ γB12 の作用で他の合成経路に赴くのであろうと
推論している。
著者はさらにメチノレ基を C14 で標識したメナオニンをカエノレに注射し，暗順応の後に網膜から梓体
外節，内節および色素上皮を分離しておのおのの放射能を測定したところ，はじめは内節の放射能が
高いが，次第に外節への転入がいちじるしくなって暗保20時間ほどで最高になることがわかった。ビ
タミンB12 投与の場合はメチオニンの外節への転入が顕著に減退し，ロドプν ン合成にあずかるメチ
ノレ基転移が妨げられることが推測される。
著者の研究からロドプV ン再生におけるメチノレ基転移の役割についてはっきりした結論をひき出す
ことは問題であるが，ビタミンB12 が再生を阻害する方向に作用することは注目すべき知見である
し，易動メナノレ基とビタミンB12 の作用機作についての著者の考察もおおむね妥当である。参考論文
はいずれも視物質に関するもので，これらをあわせ考えて著者の論文は理学博士の学位論文として十
分に価値あるものと認める。
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